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った（図4.4-5参照）．これは緩い砂層の分布を示唆す

るものであり，この砂層の分布が漏水や噴砂を招く素因

になった可能性がある． 

次に，表層部を詳細に把握するため，浅部の信号に絞

った解析を実施した結果を図4.4-6に示す．漏水区間の

表層の特に1m付近までに，極めて高い比抵抗かつ低いS

波速度の地層が分布することが確認できた．ただし，

個々の噴砂地点に対応する局所的な緩み領域の存在まで

は確認できなかった．これは，把握する緩み領域の規模

が今回の探査条件で把握可能なスケールを下回ったため

であると考えられる．また，事後の調査結果のみでは，

出水前から緩かったのか，今回の漏水や噴砂現象に伴い

緩んだのかまでは判別できない． 

図4.4-7には，噴砂孔（噴砂①）に注水した前後の比

抵抗を示す．図4.4-7の左側は比抵抗値そのものであり，

浸透した水の範囲は見えない．しかし，図4.4-7の右側

のように差分図とすることで，深度1m付近に比抵抗変

化が認められ，これは緩い砂層の分布深度と一致する．

なお，注水後の測定値は，注水から約30分後のものであ

る． 

 
図4.4-5 漏水区間の比抵抗及び表面波探査結果 

 

図4.4-6 漏水区間の比抵抗及び表面波探査結果（浅部対象） 
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